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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 3,388 △45.0 △597 ― △586 ― △620 ―

21年3月期第2四半期 6,159 ― 17 ― 43 ― 1 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △16.64 ―

21年3月期第2四半期 0.05 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 11,513 8,733 75.9 234.07
21年3月期 12,312 9,300 75.5 249.26

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  8,733百万円 21年3月期  9,300百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 2.00 ― 0.00 2.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,600 △26.0 △900 ― △890 ― △950 ― △25.46
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．業績予想に関する事項は４ページ【定性的情報・財務諸表】３．連結業績予想に関する定性的情報をご参照ください。 
２．本資料に記載されている業績予想に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、リスクや不確実性を含んで 
  おります。実際の業績は、様々な要素によりこれら業績予想と異なる結果となり得る可能性のあることをご承知おきください。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 38,990,870株 21年3月期  38,990,870株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  1,680,916株 21年3月期  1,677,945株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 37,310,617株 21年3月期第2四半期 37,323,538株
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当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、輸出や生産に持ち直しが見られるものの、企業収益の減少や設備投

資の抑制、雇用情勢の悪化など、依然として厳しい状況が続いております。 

電線業界におきましては、電気機械、建設・電線販売部門など全部門が前年同期を下回る状況で推移してまいり

ました。 

このような経営環境のもと、当社グループは、独自性を持った新製品の開発、営業体制や販売促進活動の強化、

ＩＴを利用した業務効率の改善などを積極的に進めてまいりました。また、急激な受注減に対応するため操業の一

部休止、残業の抑制、役員報酬および従業員給与のカット、諸経費の削減などの施策を引き続き実施しておりま

す。 

売上高につきましては、第２四半期に入り受注状況に若干の改善が見られるものの、民間設備投資の急激な冷え

込みによる影響が大きく、前年同期に比べ2,771百万円減の3,388百万円となりました。 

損益につきましては、銅価格の低下および固定費の削減により改善したものの、売上高の減少による利益減が大

きく、営業損益は前年同期17百万円の利益に対して597百万円の損失、経常損益は前年同期43百万円の利益に対して

586百万円の損失、四半期純損益は前年同期1百万円の利益に対して620百万円の損失となりました。 

  

事業の種類別セグメント 

 [電線・ケーブル事業] 

売上高につきましては、産業用機械やアミューズメント向け需要の低迷により機器用電線が減少し、金型市場の

冷え込みや販売価格の低下により放電加工機用電極線が減少したため、前年同期に比べ1,954百万円減の2,171百万

円となりました。 

営業損益につきましては、銅価格の下落や固定費の削減により改善しましたが、売上高の減少による利益減が大

きく、前年同期32百万円の損失に対して420百万円の損失となりました。 

  

[電子部品他事業] 

売上高につきましては、半導体および液晶関連製造装置向けのフレキシブル基板や産業用機器向けのワイヤーハ

ーネスが減少したため、前年同期に比べ816百万円減の1,217百万円となりました。 

営業損益につきましては、売上高の減少などにより、前年同期50百万円の利益に対して176百万円の損失となりま

した。 

（１）資産、負債、純資産の状況 

総資産は11,513百万円となり、前連結会計年度末に比べ799百万円減少しました。 

流動資産は5,256百万円となり、前連結会計年度末に比べ656百万円減少しました。これは主に、売上高の減少に

より受取手形及び売掛金が減少したことや在庫圧縮に努めたことにより製品などのたな卸資産が減少したためであ

ります。固定資産は6,256百万円となり、前連結会計年度末に比べ142百万円減少しました。これは主に、株式時価

の値上りにより投資有価証券が増加しましたが、設備投資抑制により有形固定資産が減少したためであります。 

負債合計は2,780百万円となり、前連結会計年度末に比べ231百万円減少しました。流動負債は1,537百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ262百万円減少しました。これは主に、材料などの仕入高減により支払手形及び買掛金

が減少し、設備関係の支払いによりその他流動負債が減少したためであります。固定負債は1,242百万円となり、前

連結会計年度末に比べ30百万円増加しました。これは主に、退職給付引当金が増加したためであります。 

純資産合計は8,733百万円となり、前連結会計年度末に比べ567百万円減少しました。これは主に、四半期純損失

により利益剰余金が減少したためであります。 

自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.4ポイント上昇し75.9％となりました。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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（２）キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは81百万円の収入となりました。これは主に、減価償却費300百万円、売上債

権の減少323百万円、たな卸資産の減少143百万円などによる収入が、税金等調整前四半期純損失608百万円、仕入債

務の減少128百万円などの支出を上回ったためであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは232百万円の支出となりました。これは主に、有形・無形固定資産の取得に

よるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは2百万円の支出となりました。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ158百万円減少し2,206

百万円となりました。 

  

平成21年４月30日の決算発表時に公表いたしました業績予想のうち、通期の業績予想を修正しております。具体

的な内容については、本日（平成21年10月28日）公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

ください。 

   

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,805,826 1,865,113

受取手形及び売掛金 2,022,252 2,345,449

有価証券 400,311 499,643

商品及び製品 411,323 485,858

仕掛品 311,935 390,971

原材料及び貯蔵品 130,335 120,402

その他 174,668 206,009

流動資産合計 5,256,654 5,913,448

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,921,833 3,018,140

土地 1,403,252 1,403,252

その他（純額） 858,654 941,488

有形固定資産合計 5,183,740 5,362,882

無形固定資産 269,378 279,017

投資その他の資産 803,426 756,953

固定資産合計 6,256,545 6,398,853

資産合計 11,513,199 12,312,301

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 796,899 925,721

短期借入金 190,000 190,000

未払法人税等 20,820 －

その他 529,954 684,037

流動負債合計 1,537,674 1,799,758

固定負債   

退職給付引当金 815,185 768,802

役員退職慰労引当金 73,957 84,502

その他 353,277 358,780

固定負債合計 1,242,419 1,212,085

負債合計 2,780,093 3,011,843

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,304,793 4,304,793

資本剰余金 3,101,531 3,101,531

利益剰余金 1,722,910 2,343,812

自己株式 △500,488 △500,049

株主資本合計 8,628,746 9,250,088

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 104,358 50,369

評価・換算差額等合計 104,358 50,369

純資産合計 8,733,105 9,300,458

負債純資産合計 11,513,199 12,312,301
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 6,159,844 3,388,774

売上原価 5,088,519 3,036,843

売上総利益 1,071,324 351,931

販売費及び一般管理費   

給料手当及び福利費 534,232 497,630

退職給付費用 53,219 70,987

役員退職慰労引当金繰入額 14,555 14,415

その他 451,412 365,931

販売費及び一般管理費合計 1,053,419 948,963

営業利益又は営業損失（△） 17,905 △597,032

営業外収益   

受取利息 6,472 4,684

受取配当金 19,916 12,065

その他 3,118 6,096

営業外収益合計 29,507 22,846

営業外費用   

支払利息 2,281 1,959

為替差損 1,049 9,966

その他 324 0

営業外費用合計 3,655 11,925

経常利益又は経常損失（△） 43,757 △586,112

特別利益   

固定資産売却益 1,241 730

貸倒引当金戻入額 793 －

その他 9 －

特別利益合計 2,045 730

特別損失   

固定資産処分損 7,987 3,174

投資有価証券評価損 － 19,851

たな卸資産評価損 24,959 －

その他 574 －

特別損失合計 33,521 23,025

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

12,281 △608,406

法人税、住民税及び事業税 12,194 9,102

法人税等調整額 △1,900 3,394

法人税等合計 10,293 12,496

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,987 △620,902
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

12,281 △608,406

減価償却費 327,252 300,024

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35,893 46,382

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,165 △10,545

売上債権の増減額（△は増加） 680,135 323,196

たな卸資産の増減額（△は増加） △22,507 143,637

仕入債務の増減額（△は減少） △433,228 △128,821

その他 △166,956 △55,557

小計 430,705 9,910

利息及び配当金の受取額 26,507 16,823

利息の支払額 △3,067 △2,839

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △126,265 57,603

営業活動によるキャッシュ・フロー 327,880 81,497

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △141,148 △168,146

無形固定資産の取得による支出 △88,077 △74,431

定期預金の払戻による収入 200,000 －

その他 2,139 9,752

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,086 △232,824

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △1,103 △439

配当金の支払額 △74,132 △1,903

財務活動によるキャッシュ・フロー △75,236 △2,343

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,641 △4,947

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 228,199 △158,618

現金及び現金同等物の期首残高 2,363,716 2,364,756

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,591,915 2,206,137
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該当事項はありません。 

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分は、製品系列から２つに区分しております。 

２．各事業の主な製品は以下のとおりであります。 

(1)電線・ケーブル事業 機器用電線、放電加工機用電極線、通信ケーブル、光製品など 

(2)電子部品他事業   フレキシブル基板、ワイヤーハーネス、統合配線システム、テナントなど 

３．会計方針の変更等 

（前第２四半期連結累計期間） 

棚卸資産の評価に関する会計基準 

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年

７月５日）を適用しております。これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累

計期間の営業利益が、電線・ケーブル事業で3,994千円、電子部品他事業で4,205千円それぞれ減少して

おります。 

有形固定資産の耐用年数の変更 

機械装置の耐用年数について、第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機として見直しを

行い、従来採用していた８～10年の耐用年数を７～８年に変更しました。これにより、従来の方法によ

った場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益が、電線・ケーブル事業で19,036千円、電子

部品他事業で1,049千円それぞれ減少しております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
電線・ケーブル

（千円） 

電子部品他 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

売上高 

(1)外部顧客に対する売上高 

                    

 4,126,437  2,033,407  6,159,844  ─  6,159,844

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 ─  ─  ─  ─  ─

計  4,126,437  2,033,407  6,159,844  ─  6,159,844

営業利益又は 

営業損失（△） 
 △32,119  50,024  17,905  ─  17,905

  
電線・ケーブル

（千円） 

電子部品他 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

売上高 

(1)外部顧客に対する売上高 

                    

 2,171,513  1,217,260  3,388,774  ─  3,388,774

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 ─  ─  ─  ─  ─

計  2,171,513  1,217,260  3,388,774  ─  3,388,774

営業損失（△）  △420,269  △176,763  △597,032  ─  △597,032
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本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．国または地域は地理的近接度によって区分しております。 

２．各区分に属する主な国または地域は次のとおりであります。 

(1）米州………アメリカ他 

(2）欧州………ドイツ、トルコ他 

(3）アジア他…中国、韓国他 

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

  米州 欧州 アジア他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  431,265  438,971  186,034  1,056,270

Ⅱ 連結売上高（千円）  ─  ─  ─  6,159,844

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 7.0  7.1  3.0  17.1

  米州 欧州 アジア他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  195,645  156,022  106,052  457,719

Ⅱ 連結売上高（千円）  ─  ─  ─  3,388,774

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 5.8  4.6  3.1  13.5

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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